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平成 24 年５月 

消 費 者 委 員 会 

 

消費者の「健康食品」の利用に関する 

実態調査（アンケート調査） 
 

Ⅰ 調査方法  

 

１ 実施の経緯 

第１次消費者委員会では、消費者庁からの「健康食品の表示の在り方」について

の検討要請を受け、食品の専門家・研究者、事業者団体等の有識者へのヒアリング

を行い、それを踏まえ、「健康食品の表示の在り方」に関する中間整理を行った。 

当該中間整理では、消費者等を対象とした実態調査を実施し、更なる検討を行う

ことを求めており、これを受けて、第二次消費者委員会では、健康食品の利用者

10,000 人に対して、その利用状況等に関するアンケート（委託調査）を実施した。 

 

２ 主な調査事項 

 ○ 消費者が健康食品を利用する頻度 

 ○ 健康食品に抱く満足感 

 ○ 健康食品を利用する目的 

 ○ 健康食品に対して重視する事項（「効き目・有効性」、「安全性」、「価格」等） 

 ○ 健康食品を購入する際に参考にする情報（原材料名や含有成分名、機能性、製

造者名・販売者名、他者による評価等） 

 ○ 「機能性表示」に対するニーズ 

 ○ 健康食品に毎月支出する額 

 ○ 健康食品を購入する先 

 ○ 個人輸入した健康食品の安全性に対する認識 

 ○ 健康食品に関する情報収集経路（メディア媒体等） 

 ○ 併用しているサプリメントの種類 

 ○ 処方薬との関係 

 ○ 健康食品（サプリメント）に表示されている摂取目安量の遵守状況 

 ○ 医療機関の受診の有無 
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３ 調査手法 

 (1) 調査対象 

   日本に居住する 20 歳～79 歳までの「健康食品」の利用者男女 10,000 人 

(2) 調査数 

・ 予備調査：消費者 30,000 人（男女比は約１：１とし、年代構成は、総務

省が公表している我が国の人口構成に併せて分配。なお、回答者数の足

りない 70 代以上は、60 代で不足分を補った。）を対象とした。 

・ 本調査：予備調査の回答者のなかから、年代別の利用率を維持しながら「健

康食品」の利用者 10,000 人を抽出して本調査をおこなった。 

 (3) 調査期間 

   平成 24 年２月 28 日～同年３月５日 

 (4) 調査手法 

   インターネットによるアンケート調査（調査会社のモニターが対象） 

 

４ その他 

 本調査で利用する用語の定義は次のとおりとした。 

(1) 健康食品 

    健康の保持増進に資する食品として販売・利用される食品（野菜、果物、菓

子、調理品等その外観、形状等から明らかに食品と認識される物を除く） 

  (2) サプリメント 

    健康食品のうち、錠剤型、カプセル型、又は粉状のもの 

 (3) 利用者 

    健康食品を現在利用している者及び現在は利用していないものの利用経験が

ある者 

 (4) 健康食品の現在利用者 

    健康食品の利用者であって、回答時点において健康食品を利用している者 

  (5) ハイリスク・グループ 

    肥満、生活習慣病（その予備軍を含む）及びアレルギー体質の者 
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Ⅱ 調査の概要  

１  消費者が健康食品を利用する頻度 

 

[消費者が健康食品を利用する頻度] 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

26.2 32.3 16.5 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日利用している

たまに利用している

以前は利用していたが、今

は利用していない

利用したことがない

 ほぼ毎日利用している者とたまに利用している者を加えると、約６割の消費者が健

康食品を現在利用している（消費者の約４分の１がほぼ毎日利用）。また、消費者

の４分の１は、健康食品を利用したことがない。 

・「ほとんど毎日利用している」（26％）、「たまに利用している」（32％）、「以前は

利用していたが、今は利用していない」(17％)、「利用したことがない」（25％）。

 50 代以上の約３割が健康食品をほぼ毎日利用している。 

 健康食品を現在利用している者の割合は女性の方が高い傾向がある（男性の 54％、

女性の 63％） 

約６割の消費者が現在健康食品を利用

[n=30,000]
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[年代別にみた利用頻度] 

  

ほ
ぼ
毎
日
利
用 

た
ま
に
利
用 

以
前
利
用 

利
用
経
験
な
し 

消費者全体 26.2 32.3 16.5 25.0

男性 22.6 31.5 16.2 29.8

女性 29.7 33.2 16.7 20.4

20 代 16.8 39.4 17.0 26.7

30 代 20.9 36.9 18.6 23.7

40 代 24.6 33.1 18.1 24.2

50 代 30.1 31.0 15.8 23.2

60 代・70 代 32.2 26.9 14.5 26.4

[n=30,000]
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２  健康食品に抱く満足感 

 約６割の利用者が概ね満足している。 

・「やや満足」が 53％で最多。続いて、「やや不満足」（34％）、「不満」（8％）、「満

足」（6％）と続く。 

 40 代・50 代は、他の世代と比べると満足感（「満足」又は「やや満足」）を抱いて

いる者の割合が若干低い。 

 
[健康食品に抱く満足感] 

 

 
 
[年代別にみた満足感] 

  
満
足 

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満 

全体 5.5 53.3 33.5 7.7

20 代 4.9 55.7 34.3 5.2

30 代 4.7 55.9 33.4 6.0

40 代 5.8 50.4 36.0 7.8

50 代 5.0 50.8 35.7 8.4

60 代 6.2 53.3 31.5 9.0

70 代 7.0 57.5 27.6 7.9

 

5.5 53.3 33.5 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足

やや満足

やや不満

不満

利用者の約６割は健康食品に概ね満足している

[n=10,000]

[n=10,000]
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（不満の原因・通報先） 

 「不満」又は「やや不満」と回答した者の約８割が「期待したほどの効果がなかっ

た」と感じている（なお、利用者全体でみると、「期待したほどの効果がなかった」

と感じている者は約３割。）。 

・「不満」又は「やや不満」と回答した者が不満を抱いた要因をみると、「期待した

ほどの効果がなかった」が 81％。ついで「高額すぎた」が 39％。 

 「体調が悪くなった（悪くなったと感じた）」経験を持つ利用者の割合は低い。 

 本アンケートでは、「不健康な状態」の症状の軽重は明らかではない。 

・「不満」又は「やや不満」と回答した者が不満を抱いた要因をみると、「体調が悪

くなった（悪くなったと感じた）」を選択したのは、２％。 

 健康被害が疑われるトラブルが発生した場合に、通報する先が散在。特に保健所へ

の通報する割合が低く、健康被害が疑われるトラブルに関する情報は多くが潜在し

ている可能性がある。 

・「体調が悪くなった（悪くなったと感じた）」者のうち、「保健所」への通報は１％。

「「健康食品」のメーカー」や「「健康食品」の購入店」を選択した者は、それぞ

れ５～６％。 

・「体調が悪くなった（悪くなったと感じた）」者の６％が「相談・通報したかった

が、相談・通報先がわからなかった」を選択。また、約６割が「相談・通報しよ

うと思わなかった」と回答。 
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（注） なお、不満の要因として、「高額すぎた」は、「購入した価格の割には効果がなかった」と捉えることが

でき、「期待したほどの効果がなかった」と本質的に同趣旨となるが、数字において倍以上の差が出ている。これ

は、利用者は、購入前に比べて購入後では、価格に対する便益を主観的に割引いているのかも知れない。 

 

[不満事項別にみた通報先] 

  

医
療
機
関 

（
受
診
も
含
む
） 

保
健
所 

メ
ー
カ
ー 

購
入
店 

業
界
団
体 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

家
族
・
友
人
・
知
人

行
政
機
関 

（保
健
所
を
除
く
）

そ
の
他 

通
報
先
不
明 

相
談
・
通
報
の 

意
思
な
し 

体調不良 14.6 1.0 6.3 5.2 0.0 1.0 9.4 0.0 3.1 6.3 60.4

購入時のトラブル 2.6 2.6 17.1 9.2 2.6 5.3 3.9 2.6 1.3 13.2 52.6

期待したほどの効

果がなかった 
1.6 0.2 2.0 1.3 0.2 0.2 3.7 0.0 0.6 2.7 89.0

高額 1.1 0.1 2.1 1.6 0.2 0.2 4.2 0.1 1.6 4.0 86.2

安全性情報の入

手が困難 
3.0 0.7 4.7 2.3 1.0 3.3 4.7 1.7 1.0 9.0 76.7

有効性情報の入

手が困難 
1.9 0.0 2.9 1.7 0.4 1.2 2.3 0.4 1.4 7.5 83.2

その他 7.4 0.0 1.9 1.9 0.0 0.9 3.7 0.9 1.9 0.0 85.2

2.3

1.8

80.8

38.9

7.3

11.7

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

体調が悪くなった（悪くなったと感じた）

購入時に強引・執拗な勧誘をされた

期待したほどの効果がなかった

高額過ぎた

安全性に関する情報の入手が難しかった

有効性に関する情報の入手が難しかった

その他

【「不満」又は「やや不満」と回答した者があげた理由】

[n=4,120]

[n=4,120]
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[年代別にみた不満事項] 

  

体
調
不
良 

購
入
時
の
ト
ラ
ブ

ル 

期
待
し
た
効
果
な

し 

高
額 

安
全
性
情
報
の 

入
手
が
困
難 

有
効
性
情
報
の 

入
手
が
困
難 

そ
の
他 

全体 2.3 1.8 80.8 38.9 7.3 11.7 2.6

20 代 2.7 2.1 74.0 36.0 6.4 10.9 3.4

30 代 2.1 1.9 82.3 33.4 6.5 9.5 2.1

40 代 3.0 1.6 81.6 36.8 5.8 10.6 1.6

50 代 2.4 1.8 81.1 39.5 6.3 10.6 2.9

60 代 1.8 1.9 81.0 41.4 9.6 13.7 3.3

70 代 2.6 2.1 85.5 54.9 8.8 18.7 1.6

 
 
  

[n=4,120]
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３  健康食品を利用する目的  

 
[健康食品を利用する目的] 

 

43.2

35.0

39.9

50.3

11.4

15.4

14.0

14.5

1.2

0 10 20 30 40 50 60

健康の増進

疲労回復

特定の栄養素の補給

体調の維持・病気の予防

病状の改善

美容

ダイエット

老化予防

その他

 体調の維持や健康の増進を目的として利用している者の割合が高く、特定の事項

（美容・ダイエット等）を目的とした者の割合は 14～15％と比較的低い。また、約

１割、病状の改善目的での利用も見られる。 

・「体調の維持・病気の予防」が 50％で最多。ついで「健康の増進」（43％）、「特定

の栄養素の補給」（40％）、「疲労回復」（35％）と続く。「美容」・「ダイエット」・

「老化予防」はいずれも 14～15％。 

・「病状の改善」を目的に利用している者は 11％。 

 利用目的ごとに満足感を抱く割合をみると、体調の維持や健康の増進、老化予防と

いった事項を目的に利用している者は、結果的に健康食品に対する満足度が高いと

回答した者が多い傾向がある。ダイエットや病状の改善を目的に利用している者

は、結果的に満足度が低いと回答した者が多い傾向がある。 

体調の維持や健康の増進は、現状のままでも満足と感じるが、ダイエットや病状の

改善は、現状より良くならなければ満足とは感じにくい分、「不満」又は「やや不

満」と回答した者の割合が高くなったのかも知れない。 

[n=10,000]

[％]
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[利用目的別にみた満足感を抱く利用者の割合] 

  
満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

全体 5.5 53.3 33.5 7.7

健康増進 7.3 57.1 29.9 5.7

疲労回復 5.8 55.9 31.8 6.6

特定の栄養素の

補給 
5.6 57.4 31.1 5.9

体調維持・病気

予防 
7.0 56.8 29.9 6.3

病状改善 7.0 49.3 34.1 9.6

美容 6.5 55.5 33.1 4.9

ダイエット 4.2 47.5 38.0 10.2

老化予防 8.8 59.1 26.0 6.1

その他 5.1 34.7 39.8 20.3

 
 
[年代別にみた利用目的] 

  

健
康
増
進 

疲
労
回
復 

特
定
の
栄
養
素

の
補
給 

体
調
維
持
・病

気
予
防 

病
状
改
善 

美
容 

ダ
イ
エ
ッ
ト 

老
化
予
防 

そ
の
他 

全体 43.2 35.0 39.9 50.3 11.4 15.4 14.0 14.5 1.2

20 代 44.5 36.9 47.5 38.2 9.9 26.0 20.2 4.8 1.6

30 代 44.2 39.4 41.4 42.2 9.8 23.9 18.9 6.4 1.1

40 代 39.7 39.7 40.3 47.3 11.6 16.6 16.7 10.2 1.4

50 代 39.8 35.4 39.0 55.4 12.1 14.4 15.2 17.1 0.8

60 代 45.2 28.8 36.7 56.5 11.6 8.1 7.9 21.6 1.2

70 代 50.9 33.5 37.3 59.9 15.8 3.9 4.4 27.4 1.3

 
 
  

[n=10,000]

[n=10,000]
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４  健康食品に対して重視する事項（「効き目・有効性」、「安全性」、「価
格」等） 

 

[健康食品に対して重視する事項] 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

18.4 27.6 47.8 5.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格

安全性

効きめ・有効性

味や飲みやすさ

その他

 購入時最も重視するポイントとして、「効き目・有効性」と回答した利用者は約５

割と最も多い。一方で、「安全性」（約３割）や「価格」（約２割）は「効き目・有

効性」と比べて少なく、「味や飲みやすさ」を重視する利用者はこれらと比べて僅

かであった。 

 生活習慣病の者など、特に食品の安全性や健康状態に配慮する必要があるハイリス

ク・グループをみると、安全性について、全体に比べて、特に重視しているという

傾向は見られない。 

・「効き目・有効性」が最も関心が高く（50％）、「安全性」を選択したのは 28％、

「価格」を選択したのは 17％。 

利用者の約５割は「機能性」を最も重視している 

[n=10,000]
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[体調別にみた健康食品に対して重視する事項] 

    
価
格 

安
全
性 

効
き
め
・
有
効
性 

味
や
飲
み
や
す
さ 

そ
の
他 

全体 18.4 27.6 47.8 5.9 0.4 

ハイリスク・グループ 17.4 27.7 49.5 5.1 0.3 

  肥満 21.3 24.5 48.9 5.2 0.2 

  生活習慣病 17.5 26.8 51.3 4.1 0.2 

  生活習慣病予備軍 15.5 28.6 50.6 5.0 0.4 

  アレルギー体質 18.4 28.8 46.4 6.0 0.4 

妊産婦 15.3 28.8 42.4 13.6 0.0 

上記に該当せず 19.8 27.3 45.5 6.8 0.6 

 
 
[年代別にみた健康食品に対して重視する事項] 

  
価
格 

安
全
性 

効
き
め
・
有
効
性

味
や
飲
み
や
す
さ

そ
の
他 

全体 18.4 27.6 47.8 5.9 0.4 

20 代 26.2 21.8 42.8 9.2 0.1 

30 代 24.0 24.2 44.5 6.9 0.4 

40 代 22.3 23.2 48.9 5.1 0.5 

50 代 16.3 28.1 50.1 5.1 0.4 

60 代 12.1 32.9 48.8 5.8 0.5 

70 代 11.6 34.4 50.9 2.6 0.6 

 
  

[n=10,000]

[n=10,000] 
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５  健康食品を購入する際に参考にする情報（原材料名や含有成分名、機
能性、製造者名・販売者名、他者による評価等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 購入の際に参考にする情報（複数回答）として「機能性（効果・効能）」と回答し

た者は、63％。ついで、「含有成分名・含有成分量」（61％）、「原材料名」（55％）、

「製造した国」（42％）、「含まれる成分が無添加・天然由来」（40％）、「製品のブラ

ンド名」（39％）といった、『食品の成分に関する基礎的な情報』を参考にしている。

また、参考にした情報のうち、最も重視したものとして、「機能性（効果・効能）」

を挙げた者が 30％。ついで「含有成分名・含有成分量」が 20％。それ以外は 10％

未満となっている。 

 

 利用者にとって、広告や口コミ等が購入の際のどの程度参考になっているのかをみ

ると、「ランキングや口コミ情報」が 24％、「利用者●万人突破」「有名人が利用」

「利用者の●％が効果を実感」といったような利用実績を PR する広告が 10％であ

る。一方、「著名人等の体験談」を参考していると回答した者は、４％。 

なお、最も重視した情報として、「ランキングや口コミ情報」が６％、「利用者●万

人突破」「有名人が利用」「利用者の●％が効果を実感」といったような実績を PR

する広告は１％、「著名人等の体験談」は 0.3％であった。 

 

 「行政機関の提供する安全性等に関する情報」を参考にしたと選択したのは 12％で

あり、必ずしも十分に利用されているとは言えない。 
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[健康食品を購入する際に参考にする情報] 

 

54.8

61.0

39.6

42.2

29.7

33.9

38.9

63.4

30.7

9.7

23.6

3.9

9.7

15.7

11.5

1.1

4.7

6.9

19.8

5.9

3.3

1.6

3.9

6.8

30.1

5.0

1.0

5.7

0.3

0.7

2.4

1.2

0.8

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70

原材料名

含有成分名・含有成分量

含まれる成分が無添加・天然由来

製造した国

原材料の原産国

製造者名・販売者名

製品のブランド名

機能性（効果・効能）

キャンペーン情報・割引情報

「利用者●万人突破」等の利用実績

ランキングや口コミ情報

有名人等の体験談

業界団体の認証マーク

医師・学者・学会等の推薦

行政機関による安全性等の情報

その他

特にない

参考にしたもの（いくつでも） そのうち最も重視したもの
[n=10,000]

[％]
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（注） 例えば、本調査においても、生活習慣病の者の約８割が病院にかかっていると回答しているのに対し、生

活習慣病予備軍の者の場合は、約５割にとどまる。（P.22 体調別にみた医療機関の受診状況参照） 

 

 健康食品を「美容」「ダイエット」目的で利用すると回答した者をみると、「ランキ

ング・口コミ情報」、「利用者●万人突破」「有名人が利用」「利用者の●％が効果を

実感」といったような実績を PR する広告あるいは「キャンペーン情報・割引情報」

等を参考としている者の割合が高かった。 

なお、「美容」「ダイエット」目的の利用者では、20 代・30 代女性において、健康

食品の購入に際して「ランキング・口コミ」を重視する傾向がある。 

 なお、特に食品の安全性や健康状態に配慮する必要があるハイリスク・グループの

中で、生活習慣病を持つ者のうち、「機能性」を参考としていると回答した者は 63％

であるのに対し、生活習慣予備軍のうちそのように回答した者は 71％であった。生

活習慣病予備軍の者は、実際に生活習慣病を患っている者に比べ、一般に、医師等

による治療行為を受けている者が少ないと考えられるため（注）、その分健康食品

の「機能性」を重視する傾向があるのかも知れない。 
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[利用目的別にみた購入時に参考にした情報] 

  

原
材
料
名 

含
有
成
分
名
・
含
有
成
分
量 

含
ま
れ
る
成
分
が
無
添
加
・天
然

由
来 

製
造
し
た
国 

原
材
料
の
原
産
国 

製
造
者
名
・
販
売
者
名 

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
名 

機
能
性
（効
果
・効
能
） 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
・割
引
情
報 

「利
用
者
●
万
人
突
破
」
等
の
利

用
実
績 

ラ
ン
キ
ン
グ
や
口
コ
ミ
情
報 

有
名
人
等
の
体
験
談 

業
界
団
体
の
認
証
マ
ー
ク 

医
師
・
学
者
・
学
会
等
の
推
薦 

行
政
機
関
に
よ
る
安
全
性
等
の

情
報 

そ
の
他 

特
に
な
い 

全体 54.8 61.0 39.6 42.2 29.7 33.9 38.9 63.4 30.7 9.7 23.6 3.9 9.7 15.7 11.5 1.1 4.7 

健康の増進 61.3 65.5 45.3 45.6 33.0 37.5 41.7 66.9 34.0 11.8 26.0 4.8 11.7 18.1 13.2 0.9 3.6 

疲労回復 57.6 63.5 41.9 45.1 32.0 35.1 42.7 65.0 33.7 11.1 26.0 4.6 11.0 17.9 13.4 0.9 4.0 

特定の栄養

素の補給 
59.7 71.6 44.5 46.1 33.4 38.6 43.3 71.6 35.8 10.9 26.1 4.1 11.2 17.0 14.1 1.1 2.5 

体調の維

持・病気の

予防 

59.5 67.4 45.6 47.5 34.1 40.5 42.2 70.8 34.0 10.3 24.3 4.4 11.7 18.9 14.4 1.2 3.2 

病状の改善 62.1 68.2 47.8 47.3 35.6 41.7 44.1 69.6 34.8 11.9 27.3 5.5 14.4 22.5 15.8 2.0 2.4 

美容 61.6 66.6 46.9 48.5 35.6 37.8 45.1 73.4 47.2 16.8 41.5 6.7 10.9 16.9 12.8 1.4 2.8 

ダイエット 51.6 56.9 36.2 41.3 27.5 32.5 42.0 68.1 44.7 17.1 36.8 6.9 10.9 18.8 11.8 1.1 4.3 

老化予防 68.2 73.3 55.0 53.9 41.6 47.8 46.7 75.8 41.7 13.8 29.2 5.3 15.1 24.3 17.8 1.7 1.7 

その他 39.8 42.4 30.5 36.4 30.5 29.7 29.7 48.3 16.1 3.4 12.7 1.7 5.9 14.4 5.9 3.4 21.2 

 
 

[n=10, 000] 
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[「美容」「ダイエット」目的の者が購入時に参考にした情報（性年代別）] 

  

原
材
料
名 

含
有
成
分
名
・
含
有
成
分
量 

含
ま
れ
る
成
分
が
無
添
加
・天

然
由
来 

製
造
し
た
国 

原
材
料
の
原
産
国 

製
造
者
名
・
販
売
者
名 

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
名 

機
能
性
（効
果
・効
能
） 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
・割
引
情

報 

「利
用
者
●
万
人
突
破
」
等
の

利
用
実
績 

ラ
ン
キ
ン
グ
や
口
コ
ミ
情
報 

有
名
人
等
の
体
験
談 

業
界
団
体
の
認
証
マ
ー
ク 

医
師
・
学
者
・
学
会
等
の
推
薦 

行
政
機
関
に
よ
る
安
全
性
等

の
情
報 

そ
の
他 

特
に
な
い 

「美容」「ダイエ

ット」全体 
55.8 61.2 40.8 44.2 31.0 34.6 42.9 70.0 44.2 16.1 37.3 6.2 10.7 17.4 12.1 1.3 4.0 

２０・３０代男性 40.1 52.4 33.3 36.3 22.8 23.6 39.7 62.5 38.2 13.5 31.1 4.1 9.7 14.6 9.7 1.5 7.9 

４０・５０代男性 48.8 54.3 33.2 41.5 23.5 37.0 46.4 64.4 39.8 15.6 27.7 7.3 11.4 20.8 14.9 0.7 4.8 

６０・７０代男性 64.5 66.4 37.3 47.3 31.8 49.1 41.8 64.5 38.2 14.5 21.8 6.4 19.1 30.0 17.3 0.9 1.8 

２０・３０代女性 52.6 57.0 35.3 40.5 28.1 29.1 41.4 69.7 44.5 15.3 48.3 6.6 8.1 12.0 9.6 1.4 4.2 

４０・５０代女性 61.9 67.1 45.6 45.9 32.7 37.9 43.2 72.7 50.3 19.3 39.8 7.1 10.0 20.4 11.8 1.6 2.7 

６０・７０代女性 65.8 69.9 56.6 56.3 46.0 42.2 45.4 77.9 41.9 14.5 26.5 3.8 14.7 18.3 16.2 0.9 3.2 

 
 
 
 
 
 
 

[n=2,422] 



 

19 
 

[体調別にみた購入時に参考にした情報] 

    

原
材
料
名 

含
有
成
分
名
・
含
有
成
分
量 

含
ま
れ
る
成
分
が
無
添
加
・天

然
由
来 

製
造
し
た
国 

原
材
料
の
原
産
国 

製
造
者
名
・
販
売
者
名 

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
名 

機
能
性
（効
果
・効
能
） 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
・割
引
情
報 

「利
用
者
●
万
人
突
破
」
等
の
利

用
実
績 

ラ
ン
キ
ン
グ
や
口
コ
ミ
情
報 

有
名
人
等
の
体
験
談 

業
界
団
体
の
認
証
マ
ー
ク 

医
師
・
学
者
・
学
会
等
の
推
薦 

行
政
機
関
に
よ
る
安
全
性
等
の

情
報 

そ
の
他 

特
に
な
い 

全体 54.8 61.0 39.6 42.2 29.7 33.9 38.9 63.4 30.7 9.7 23.6 3.9 9.7 15.7 11.5 1.1 4.7 

ハイリスク・グループ 57.4 62.9 41.9 44.4 31.4 37.3 40.9 66.1 32.0 10.4 24.3 4.6 11.3 18.5 13.3 0.9 3.1 

  肥満 55.6 59.8 38.4 42.0 30.0 35.1 41.6 63.1 33.0 12.0 25.4 5.6 10.6 19.4 12.5 0.8 3.3 

  生活習慣病 57.7 63.6 43.2 44.4 31.8 40.6 41.0 62.9 29.5 10.2 19.2 4.8 12.2 20.5 14.6 1.0 2.6 

  生活習慣病予備軍 60.4 65.4 44.7 46.0 33.4 39.8 42.3 71.1 34.3 11.3 25.5 5.1 12.6 20.6 15.2 0.8 2.2 

  アレルギー体質 58.7 66.0 43.7 47.3 34.5 36.7 41.6 68.9 33.2 11.2 29.8 4.1 10.9 18.3 13.5 1.3 3.4 

妊産婦 54.8 57.6 36.2 42.9 27.1 25.4 42.9 62.1 37.3 7.9 40.7 5.1 7.9 10.2 9.0 1.1 3.4 

上記に該当せず 51.3 58.5 36.5 39.1 27.3 29.8 35.9 59.7 28.7 8.6 22.2 2.8 7.7 12.1 9.1 1.2 6.9 

 
 
 
 
 
 
 
 

[n=10, 000] 
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[年代別にみた購入時に参考にした情報] 

  

原
材
料
名 

含
有
成
分
名
・
含
有
成

分
量 

含
ま
れ
る
成
分
が
無

添
加
・天
然
由
来 

製
造
し
た
国 

原
材
料
の
原
産
国 

製
造
者
名
・
販
売
者
名

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
名 

機
能
性
（効
果
・効
能
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
・割

引
情
報 

「利
用
者
●
万
人
突

破
」
等
の
利
用
実
績 

ラ
ン
キ
ン
グ
や
口
コ
ミ

情
報 

有
名
人
等
の
体
験
談 

業
界
団
体
の
認
証
マ
ー

ク 

医
師
・
学
者
・
学
会
等

の
推
薦 

行
政
機
関
に
よ
る
安

全
性
等
の
情
報 

そ
の
他 

特
に
な
い 

全体 54.8 61.0 39.6 42.2 29.7 33.9 38.9 63.4 30.7 9.7 23.6 3.9 9.7 15.7 11.5 1.1 4.7 

20 代 41.2 50.2 26.0 31.4 20.9 19.3 37.1 53.3 27.8 9.0 29.1 3.4 7.1 7.8 6.8 0.8 9.4 

30 代 48.7 56.8 33.2 38.6 25.7 27.2 39.4 62.2 32.2 9.9 31.8 3.9 8.7 13.1 8.9 0.9 4.8 

40 代 53.6 60.7 34.2 39.2 25.5 30.3 38.7 62.2 32.4 10.2 28.1 4.0 7.0 13.5 9.4 1.0 4.9 

50 代 57.3 63.6 40.9 40.9 29.5 36.3 38.9 64.2 34.4 11.2 22.5 4.5 10.4 16.4 12.0 1.1 3.8 

60 代 61.7 65.2 49.1 50.1 35.8 41.7 39.3 67.8 28.0 8.6 16.4 3.6 11.6 19.7 13.8 1.1 3.6 

70 代 61.0 66.5 50.4 48.7 42.3 47.8 39.9 65.4 27.9 8.5 13.4 4.0 15.1 23.0 21.7 1.7 3.3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[n=10, 000] 
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[年代別にみた購入時に最も重視した情報] 

  

原
材
料
名 

含
有
成
分
名
・
含
有
成

分
量 

含
ま
れ
る
成
分
が
無

添
加
・天
然
由
来 

製
造
し
た
国 

原
材
料
の
原
産
国 

製
造
者
名
・
販
売
者
名

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
名 

機
能
性
（効
果
・効
能
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
・

割
引
情
報 

「利
用
者
●
万
人
突

破
」
等
の
利
用
実
績 

ラ
ン
キ
ン
グ
や
口
コ
ミ

情
報 

有
名
人
等
の
体
験
談 

業
界
団
体
の
認
証
マ

ー
ク 

医
師
・
学
者
・
学
会
等

の
推
薦 

行
政
機
関
に
よ
る
安

全
性
等
の
情
報 

そ
の
他 

特
に
な
い 

全体 6.9 19.8 5.9 3.3 1.6 3.9 6.8 30.1 5.0 1.0 5.7 0.3 0.7 2.4 1.2 0.8 4.7 

20 代 8.6 20.2 3.5 3.5 0.7 2.0 7.0 26.0 5.2 0.7 10.3 0.2 0.4 1.0 0.4 0.8 9.4 

30 代 6.4 19.0 4.9 4.2 1.8 2.5 8.2 31.0 4.9 0.8 8.2 0.2 0.8 1.4 0.5 0.6 4.8 

40 代 7.2 21.0 5.5 3.0 1.2 2.8 6.4 31.4 5.9 0.9 5.9 0.2 0.3 1.7 0.8 0.8 4.9 

50 代 5.7 20.9 5.3 2.5 1.4 4.4 6.7 31.8 5.8 1.3 5.0 0.3 0.3 2.4 1.4 0.8 3.8 

60 代 7.3 18.7 7.4 3.4 2.1 5.2 6.3 30.3 4.1 1.0 3.2 0.4 1.1 3.6 1.5 0.8 3.6 

70 代 6.6 18.6 9.9 3.1 2.4 7.5 5.9 23.9 3.9 0.9 2.2 0.6 2.0 3.7 4.6 0.9 3.3 

 

  

[n=10, 000] 
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[体調別にみた医療機関の受診状況] 
 

    

病
院
に
か
か
っ
て
お
り
、
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
て
、
指
示
ど
お
り

飲
ん
で
い
る 

病
院
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
薬
は

処
方
さ
れ
て
い
な
い 

病
院
に
か
か
っ
て
お
り
、
薬
を
処

方
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
飲
ん
で

い
な
い 

病
院
に
は
か
か
っ
て
い
な
い 

全体 33.9 4.4 1.0 60.7 

ハイリスク・グループ 46.1 5.5 1.3 47.0 

  肥満 46.1 5.3 0.9 47.6 

  生活習慣病 74.4 5.7 1.5 18.4 

  生活習慣病予備軍 41.6 6.3 1.3 50.7 

  アレルギー体質 40.2 5.4 1.6 52.7 

妊産婦 14.7 14.1 1.1 70.1 

上記に該当せず 17.5 2.3 0.7 79.5 

[n=10, 000] 
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６  「機能性表示」に対するニーズ 

 
[「機能性表示」に対するニーズ] 

 
 

[年代別にみた「機能性表示」に対するニーズ] 

  

機
能
性
が
表
示
さ
れ
る
な
ら

少
し
高
く
な
っ
て
も
構
わ
な
い

機
能
性
が
表
示
さ
れ
る
な
ら

か
な
り
高
く
な
っ
て
も
構
わ
な

い 

価
格
が
高
く
な
る
な
ら
機
能

性
を
表
示
し
な
く
て
も
よ
い

そ
の
他 

全体 52.2 7.9 35.4 4.5

20 代 48.7 8.1 40.1 3.1

30 代 50.3 9.1 37.3 3.4

40 代 50.0 7.8 37.8 4.4

50 代 51.9 6.7 35.7 5.7

60 代 56.1 8.0 31.3 4.6

70 代 53.3 8.3 32.4 6.1

 
 
 

52.2 7.9 35.4 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機能性が表示されるなら少

し高くなっても構わない

機能性が表示されるならか

なり高くなっても構わない

価格が高くなるなら機能性

を表示しなくてもよい

その他

 利用者はある程度価格が高くなったとしても機能性表示をしてほしいと考えてい

る傾向がある。 

・「機能性が表示されるなら少し高くなっても構わない」が 52％。「機能性が表示さ

れるならかなり高くなっても構わない」が８％。 

約６ 割の利用者は価格が高くなったとしても機能性を表示してほしいと希望 

[n=10,000]

[n=10,000]
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７  健康食品に毎月支出する額 

 
[健康食品に毎月支出する額] 

 
 
 
 
[年代別にみた健康食品に毎月支出する額] 

  

千
円
未
満 

千
円
以
上 

三
千
円
未
満

三
千
円
以
上

五
千
円
未
満

五
千
円
以
上

一
万
円
未
満

一
万
円
以
上

そ
の
他 

全体 30.0 40.1 18.4 7.9 3.4 0.3 

20 代 49.7 34.6 10.0 3.1 2.1 0.4 

30 代 41.6 40.3 12.0 4.0 1.9 0.2 

40 代 35.7 39.3 16.1 6.1 2.5 0.3 

50 代 24.3 41.2 21.2 9.4 3.8 0.1 

60 代 17.8 41.5 24.0 11.7 4.7 0.3 

70 代 18.2 41.2 23.5 10.7 6.1 0.4 

 
 
 
 
 
 
 

30.0 40.1 18.4 7.9 3.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1,000円未満

1,000円以上3,000円未満

3,000円以上5,000円未満

5,000円以上10,000円未満

10,000円以上

その他

 健康食品への支出は、約７割が月額 3,000 円未満である。ただし、20 代・30 代を

みると、1,000 円未満と回答した者の割合が他の世代と比べて高い。 

・「1,000円以上3,000円未満」の約４割が最も多く、「1,000円未満」が３割で「10,000

円以上」は３％。 

利用者の約７割は月額支出額が 3,000 円未満

[n=10,000] 

[n=10,000]
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[月額 5000 円以上支出者の支出目的（性年代別）] 

 
  

 20 代・30 代は、健康食品に関する支出額が相対的に少ないが、20 代・30 代の女性

において、月額 5000 円以上の高額支出者は「美容」「ダイエット」を目的とする者

の割合が高い。 

  

健
康
増
進 

疲
労
回
復 

特
定
の
栄
養

素
の
補
給 

体
調
維
持
・

病
気
予
防 

病
状
改
善 

美
容 

ダ
イ
エ
ッ
ト

老
化
予
防 

そ
の
他 

全体 57.4 34.5 43.3 65.8 17.5 22.8 19.5 32.8 1.1

男性 20 代 66.7 66.7 54.2 58.3 33.3 33.3 29.2 20.8 0.0

男性 30 代 61.9 38.1 52.4 59.5 9.5 19.0 33.3 19.0 0.0

男性 40 代 63.4 42.3 40.8 60.6 16.9 11.3 23.9 18.3 2.8

男性 50 代 59.6 41.3 43.1 62.4 17.4 4.6 16.5 26.6 2.8

男性 60 代 60.2 30.7 37.5 73.3 17.0 2.3 10.8 34.1 1.7

男性 70 代 75.0 34.1 40.9 75.0 25.0 0.0 6.8 52.3 0.0

女性 20 代 55.9 44.1 35.3 41.2 20.6 50.0 35.3 20.6 0.0

女性 30 代 56.7 35.0 41.7 56.7 11.7 60.0 38.3 20.0 3.3

女性 40 代 44.2 34.9 44.2 55.8 15.1 51.2 31.4 26.7 0.0

女性 50 代 52.9 35.7 45.7 65.0 17.9 42.9 30.0 39.3 0.7

女性 60 代 54.5 26.1 43.5 69.6 16.4 20.4 10.7 37.5 0.3

女性 70 代 66.0 42.6 55.3 80.9 27.7 14.9 14.9 51.1 2.1

[n=1,132]
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８  健康食品を購入する先 

 本調査はインターネットと親和性が高いサンプルによる回答であることから、インターネット通

販の利用率は実態より高く回答されている可能性がある。 
 

[健康食品を購入する先] 

 
 
 
 
 
 
 
 

60.8

49.0

16.0

1.8

2.0

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

店舗購入

ネット通販（個人輸入を除く）

通信販売（ネット通販を除く）

訪問販売

個人輸入

その他

 健康食品の購入先は、利用者の約６割が「店舗購入」と回答しており、ついで「イ

ンターネット通販」や「インターネット以外の通販（カタログ等）」の利用率も高

くなっている。 

・「店舗で購入」（61％）、「インターネット通販（海外のサイトからの購入を除く）」

（49％）、「通信販売（インターネット通販を除く。）」（16％）。 

 年齢でみると、20 代・30 代は店舗購入の割合が高く、特に 20 代では、店舗購入を

している者が約８割にのぼる。一方、50 代以上をみると店舗購入が約５割であるも

のの、インターネット通販やインターネット以外の通信販売で購入している者の割

合が他の世代よりも高い。 

 なお、「訪問販売」「個人輸入」を利用している者の割合は今回の調査では僅かとい

う結果になった。 

[n=10,000]

[％]
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[年代別にみた購入先] 

  

店
舗
購
入 

ネ
ッ
ト
通
販
（
個

人
輸
入
を
除

く
） 

通
信
販
売
（
ネ

ッ
ト
通
販
を
除

く
） 

訪
問
販
売 

個
人
輸
入 

そ
の
他 

全体 60.8 49.0 16.0 1.8 2.0 2.3 

20 代 81.1 37.7 8.5 0.8 1.6 1.3 

30 代 71.9 45.9 9.8 0.8 2.3 1.1 

40 代 64.9 49.7 12.3 1.5 2.5 1.2 

50 代 56.7 52.8 17.2 2.4 2.1 2.4 

60 代 49.0 52.1 22.1 2.2 1.6 3.7 

70 代 48.0 49.3 25.7 3.7 2.2 3.7 

 
  

[n=10,000] 
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[利用頻度別にみた購入先] 

  

店
舗
購
入 

ネ
ッ
ト
通
販
（
個

人
輸
入
を
除

く
） 

通
信
販
売
（
ネ
ッ

ト
通
販
を
除

く
） 

訪
問
販
売 

個
人
輸
入 

そ
の
他 

全体 60.8 49.0 16.0 1.8 2.0 2.3 

ほぼ毎日利用 45.9 62.5 20.9 2.5 3.4 3.4 

たまに利用 72.4 42.2 12.2 1.4 1.2 1.4 

以前利用 62.7 39.9 15.2 1.4 1.5 2.2 

 
 
 
[利用目的別にみた購入先（20 代及び 30 代）] 

  

店
舗
購
入 

ネ
ッ
ト
通
販
（
個
人

輸
入
を
除
く
） 

通
信
販
売
（
ネ
ッ
ト

通
販
を
除
く
） 

訪
問
販
売 

個
人
輸
入 

そ
の
他 

全体 75.5 42.7 9.3 0.8 2.0 1.2

健康増進 76.3 46.3 12.0 1.0 2.4 1.4

疲労回復 78.2 46.6 9.9 0.7 3.0 1.0

特定の栄養素の補給 78.5 48.3 10.0 0.7 2.4 1.4

体調維持・病気予防 76.3 47.7 11.0 1.1 2.7 1.4

病状改善 77.1 49.8 16.1 2.2 2.9 2.5

美容 72.7 57.2 12.1 1.1 3.6 1.3

ダイエット 73.7 54.9 10.0 1.3 2.5 1.4

老化予防 62.8 64.0 18.9 3.0 9.8 2.4

その他 89.2 27.0 2.7 2.7 0.0 2.7

 
 
 
 
 

 健康食品をほぼ毎日利用している者は、店舗で購入する割合が低く、代わってイン

ターネット通販やインターネット以外の通信販売の利用の割合が高い。 

 20 代・30 代は、店舗購入の割合が高いにも関わらず、「老化予防」「美容」「ダイエ

ット」を利用目的としている者の購入手段をみると、インターネット通販の利用率

が高い。 

[n=10,000] 

[n=2,841]
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９  個人輸入した健康食品の安全性に対する認識 

 
[個人輸入した健康食品の安全性に対する認識] 

 
 
[個人輸入を行っている者の個人輸入した健康食品の安全性に対する認識] 

 
 
 

3.2

12.7 83.1 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海外のメーカー等によって安

全性が確認されているので

安全

日本や海外の規制で安全性

が確保されているので安全

必ずしも安全性が確保されて

いるとは限らない

その他

31.7 19.3 46.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海外のメーカー等によって安全性

が確認されているので安全

日本や海外の規制で安全性が確

保されているので安全

必ずしも安全性が確保されている

とは限らない

その他

 健康食品の利用者の約８割が個人輸入した健康食品の安全性に関して、「必ずしも

安全性が確保されているとは限らない」と回答するなど、その危険性については多

くの消費者に認識されている。 

 一方、個人輸入により健康食品を購入している者をみると、「必ずしも安全性が確

保されているとは限らない」と回答したのは 46％のみであった。 

[n=10,000]

[n=202]
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10 健康食品に関する情報収集経路（メディア媒体等） 

 
[健康食品に関する情報収集経路] 

 
 
 
 
 
 

44.4

29.0

19.6

56.9

22.4

1.5

5.1

21.4

1.3

1.1

0 10 20 30 40 50 60

テレビ・ラジオの番組やコマーシャル

雑誌・新聞・書籍の記事や広告

チラシ・ダイレクトメール・折り込み広告・フリー

ペーパー

インターネット

購入店舗

訪問販売員

専門家

家族・友人・知人・またはその紹介

行政機関

その他

 健康食品を購入する際の情報収集にあたって、主にインターネットやテレビ・ラジ

オの CM が利用されている。なお、インターネットによる情報収集の場合、健康食

品メーカーや販売店のサイト・ブログや、口コミサイト等から情報を得ている利用

者の割合が高い。 

・「インターネット」が 57％と最多。ついで「テレビ・ラジオの番組やコマーシャ

ル」（44％）、「雑誌・新聞・書籍の記事や広告」（29％）、「購入店舗」（22％）、「家

族・友人・知人またはその紹介」（21％）、「チラシ・ダイレクトメール・折り込

み広告・フリーペーパー」（20％）と続く。（なお、本調査はインターネットと親

和性が高いサンプルによる回答である点留意が必要） 

 「美容」「ダイエット」「老化予防」を利用目的としている者は他の者に比べて「イ

ンターネット」の選択率が特に高い。 

 「行政機関」からの情報収集は１％と低い。 

[％]

[n=10,000]
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[利用目的別にみた情報収集経路] 

  

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

番
組
やC

M
 

雑
誌
・新
聞
・書
籍

の
記
事
や
広
告 

チ
ラ
シ
・Ｄ
Ｍ
・ 

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

購
入
店
舗 

訪
問
販
売
員 

専
門
家 

家
族
・友
人
・
知
人
・

ま
た
は
そ
の
紹
介

行
政
機
関 

そ
の
他 

全体 44.4 29.0 19.6 56.9 22.4 1.5 5.1 21.4 1.3 1.1

健康の増進 49.5 34.5 22.9 60.1 22.8 2.2 6.1 23.9 1.5 0.7

疲労回復 47.1 32.3 22.1 59.3 26.8 1.6 5.9 24.3 1.5 1.0

特定の栄養

素の補給 
45.4 32.5 22.7 62.1 28.1 1.5 6.7 22.6 1.7 1.1

体調維持・病

気予防 
47.4 33.3 23.2 61.0 23.5 1.9 6.4 25.1 1.6 1.0

病状改善 48.0 33.4 24.6 63.6 24.8 2.8 9.9 26.1 2.0 1.3

美容 46.7 36.8 25.7 68.0 26.1 2.0 6.3 29.2 1.8 1.0

ダイエット 48.8 32.2 22.7 68.5 24.1 1.9 5.4 21.9 1.6 0.6

老化予防 48.8 38.7 29.9 66.5 22.2 2.6 8.8 30.9 2.9 0.8

その他 36.4 22.9 10.2 37.3 31.4 2.5 4.2 24.6 0.0 12.7

 
 
 

55.8

59.1

37.6

9.9

6.1

4.3

25.3

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

検索サイト

「健康食品」メーカーや販売店のサイト・ブログ

口コミサイト

個人のブログ

掲示板

SNS

メールマガジン・電子メール

その他

[参考：インターネットから情報収集する場合の内訳]

[n=5,688]

[n=10,000]
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[年代別にみた情報収集経路] 

  

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
番

組
やC

M
 

雑
誌
・新
聞
・書
籍
の

記
事
や
広
告 

チ
ラ
シ
・Ｄ
Ｍ
・
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
等 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

購
入
店
舗 

訪
問
販
売
員 

専
門
家 

家
族
・友
人
・
知
人
・

ま
た
は
そ
の
紹
介 

行
政
機
関 

そ
の
他 

全体 44.4 29.0 19.6 56.9 22.4 1.5 5.1 21.4 1.3 1.1

20 代 38.9 21.4 12.9 49.8 31.4 1.1 4.9 23.4 0.8 1.0

30 代 40.3 26.4 14.5 59.4 28.3 0.9 3.6 19.7 1.0 0.9

40 代 41.4 25.6 16.3 61.8 24.5 1.4 5.0 17.5 0.8 1.0

50 代 45.2 31.8 20.7 60.2 21.0 1.6 4.8 20.1 1.6 1.1

60 代 49.9 32.0 25.4 53.6 16.2 1.9 5.6 24.0 1.4 1.3

70 代 47.2 38.4 25.9 52.6 15.6 2.8 9.2 25.9 2.0 1.1

 
  

[n=10,000]
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11 併用しているサプリメントの種類 

 
[併用しているサプリメントの種類] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31.8 43.4 5.5 19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1種類

2～4種類

5種類以上

サプリメントを利用していない

 約５割の利用者が２種類以上のサプリメントを利用。年齢が上がるほど、複数のサ

プリメントを利用する割合が増える傾向がある。 

・「２～４種類」が 43％で最多。「５種類以上」が６％。 

 ほぼ毎日利用している者の約７割は２種類以上のサプリメントを利用。 

 生活習慣病の者など、特に食品の安全性や健康状態に配慮する必要があるハイリス

ク・グループは、利用者全体に比べて複数のサプリメントを利用している割合が高

い傾向にある。 

 特定の栄養素の補給を目的に利用している者の約６割が複数種類のサプリメント

を利用。 

利用者の約５割（サプリメントの利用者の約６割）が複数種類 

の「サプリメント」を利用 

[n=10,000]
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[年代別にみたサプリメントの利用種類]  

  
一
種
類 

二
～
四
種
類 

五
種
類
以
上 

サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
利
用
し
て
い

な
い 

全体 31.8 43.4 5.5 19.4

20 代 33.9 31.8 4.2 30.0

30 代 32.2 42.1 4.1 21.6

40 代 31.3 42.8 5.5 20.4

50 代 29.0 46.0 7.3 17.8

60 代 32.4 46.4 5.4 15.8

70 代 33.5 48.3 6.4 11.8

 
 
[利用頻度別にみたサプリメントの利用種類] 

  
一
種
類 

二
～
四
種
類 

五
種
類
以
上 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

利
用
し
て
い
な
い

全体 31.8 43.4 5.5 19.4

ほぼ毎日利用 25.5 57.9 11.6 4.9

たまに利用 35.0 39.7 2.1 23.1

以前利用 35.6 26.6 1.8 36.0

利用経験なし 0.0 0.0 0.0 0.0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[n=10,000]

[n=10,000]
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[体調別にみたサプリメントの利用種類] 

    
一
種
類 

二
～
四
種
類 

五
種
類
以
上 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利

用
し
て
い
な
い 

全体 31.8 43.4 5.5 19.4

ハイリスク・グループ 31.3 46.3 5.9 16.5

  肥満 31.8 44.7 6.7 16.8

  生活習慣病 32.7 46.0 5.7 15.6

  生活習慣病予備軍 29.2 49.8 6.6 14.3

  アレルギー体質 29.1 46.5 7.2 17.1

妊産婦 37.9 32.8 2.3 27.1

上記に該当せず 32.1 39.8 5.0 23.1

 
 
 
[利用目的別にみたサプリメントの利用種類] 

  
一
種
類 

二
～
四
種
類 

五
種
類
以
上 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利

用
し
て
い
な
い 

全体 31.8 43.4 5.5 19.4

健康の増進 27.1 49.0 7.9 16.1

疲労回復 29.8 47.3 6.4 16.5

特定の栄養素の

補給 
26.6 53.5 8.4 11.5

体調の維持・病

気の予防 
28.0 48.9 7.3 15.8

病状の改善 29.2 48.3 9.4 13.0

美容 23.6 53.6 11.6 11.3

ダイエット 25.2 45.1 10.3 19.4

老化予防 22.9 54.8 14.9 7.4

その他 27.1 22.0 4.2 46.6

 
 
 
 
 

[n=10,000]

[n=10,000]
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12 処方薬との関係 

 健康食品の現在利用者のうち、34％は病院からもらった処方薬と健康食品を併用し

ている。また、生活習慣病などハイリスク・グループの者の 46％が処方薬と健康食

品を併用している。 

 健康食品の現在利用者のうち、70 代の高齢者は、約３分の２が処方薬と併用。 

 医薬品の処方にあたり、健康食品の利用者のうち通院をしている者の約８割が医師

等から健康食品の利用状況に関する確認を受けていない。 
 

[体調別にみた健康食品の現在利用者の医療機関の受診状況]  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34.2 4.7 1.0 60.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院にかかっており、薬を処方さ

れていて、指示どおり飲んでいる

病院にかかっているが、薬は処方

されていない

病院にかかっており、薬を処方さ

れたが、それを飲んでいない

病院にはかかっていない

[n=7,865]
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[体調別にみた健康食品の現在利用者の医療機関の受診状況]  

    

病
院
に
か
か
っ
て
お
り
、
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
て
、
指
示
ど
お
り
飲

ん
で
い
る 

病
院
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
薬
は

処
方
さ
れ
て
い
な
い 

病
院
に
か
か
っ
て
お
り
、
薬
を
処

方
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
飲
ん
で
い

な
い 

病
院
に
は
か
か
っ
て
い
な
い 

現在利用者全体 34.2 4.7 1.0 60.1

ハイリスク・グループ 46.0 5.9 1.3 46.8

  肥満 46.0 5.8 1.0 47.1

  生活習慣病 73.3 6.3 1.2 19.1

  生活習慣病予備軍 41.7 6.6 1.2 50.4

  アレルギー体質 40.9 6.0 1.6 51.6

妊産婦 14.1 11.7 0.8 73.4

上記に該当せず 17.5 2.6 0.6 79.4

 
 
[年代別にみた健康食品の現在利用者の医療機関の受診状況] 

  

病
院
に
か
か
っ
て
お
り
、
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
て
、
指
示
ど
お
り
飲

ん
で
い
る 

病
院
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
薬
は

処
方
さ
れ
て
い
な
い 

病
院
に
か
か
っ
て
お
り
、
薬
を
処

方
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
飲
ん
で
い

な
い 

病
院
に
は
か
か
っ
て
い
な
い 

現在利用者全体 34.2 4.7 1.0 60.1

20 代 15.5 6.0 1.6 76.9

30 代 19.7 3.9 1.2 75.2

40 代 25.5 4.3 0.9 69.3

50 代 36.5 4.8 1.0 57.6

60 代 46.9 4.7 0.6 47.7

70 代 66.4 4.5 1.3 27.8

 
 
 
 
 
 
 
 
 

[n=7,865]

[n=7,865]
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[医薬品処方の際の健康食品の利用状況の確認]  

 
 
 
 
[年代別にみた医薬品処方の際の健康食品の利用状況の確認] 

  

確
認
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

確
認
さ
れ
た
こ
と
は
な
い

全体 22.2 77.8 

20 代 27.6 72.4 

30 代 24.6 75.4 

40 代 23.7 76.3 

50 代 21.1 78.9 

60 代 20.0 80.0 

70 代 24.9 75.1 

 
  

22.2 77.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確認されたことがある

確認されたことはない

[n=3,927]

[n=3,927] 
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13 健康食品（サプリメント）に表示されている摂取目安量の遵守状況 

 
[健康食品（サプリメント）に表示されている摂取目安量の遵守状況] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

70.4 22.7

2.4

4.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

摂取目安量どおりの

量を利用

摂取目安量より少な

い量を利用

摂取目安量より多い

量を利用

特に決まっていない

摂取目安量の表示が

ない

 サプリメントの利用者の約９割が摂取目安量を遵守し、又はそれより少ない量で利

用している。 

・「摂取目安量どおりの量を利用」が 70％。ついで、「摂取目安量より少ない量を利

用」（23％）、「摂取目安量より多い量を利用」（２％）、「特に決まっていない」

（４％）。 

 また、生活習慣病の者など、特に食品の安全性や健康状態に配慮する必要があるハ

イリスク・グループについてみると、摂取目安量以上を利用している者の割合は全

体に比べると僅かながら高い。 

 摂取目安量表示について義務化を希望する者は 55％。義務化までは必要ないとする

者が 36％。摂取目安量表示の義務化を不要と回答した者の約６割がその理由を「利

用者の判断で適切な量摂取すればよいから」と回答。 

＊ なお、「摂取目安量の表示がない」、という回答は全体の 0.1％であることから、ガイドラインの努力規定で

ある摂取目安量について、概して、その表示が行われているのではないかと推測される。 

[n=8,064]
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 [体調別にみた摂取目安量の遵守状況] 

    

摂
取
目
安
量
ど
お
り
の

量
を
利
用 

摂
取
目
安
量
よ
り
少

な
い
量
を
利
用 

摂
取
目
安
量
よ
り
多
い

量
を
利
用 

特
に
決
ま
っ
て
い
な
い 

摂
取
目
安
量
の
表
示
が

な
い 

全体 70.4 22.7 2.4 4.4 0.1 

ハイリスク・グループ 70.1 22.8 2.7 4.2 0.1 

  肥満 72.9 18.3 3.6 5.1 0.1 

  生活習慣病 70.2 22.4 2.9 4.4 0.1 

  生活習慣病予備軍 70.2 22.9 2.8 4.0 0.1 

  アレルギー体質 68.8 25.0 2.4 3.8 0.1 

妊産婦 79.1 16.3 3.1 0.8 0.8 

上記に該当せず 70.5 22.7 1.9 4.7 0.2 

 
 
[年代別にみた摂取目安量の遵守状況] 

  

摂
取
目
安
量
ど
お
り

の
量
を
利
用 

摂
取
目
安
量
よ
り
少

な
い
量
を
利
用 

摂
取
目
安
量
よ
り
多

い
量
を
利
用 

特
に
決
ま
っ
て
い
な
い 

摂
取
目
安
量
の
表
示

が
な
い 

全体 70.4 22.7 2.4 4.4 0.1

20 代 71.6 20.6 3.2 4.6 0.0

30 代 74.0 19.5 2.4 4.0 0.1

40 代 70.2 22.0 3.2 4.5 0.0

50 代 70.0 23.2 2.3 4.4 0.1

60 代 68.5 25.1 1.6 4.5 0.3

70 代 70.0 22.9 2.9 3.8 0.4

 

 

 

 

 

 

 

  

[n=8,064] 

[n=8,064]



 

44 
 

[摂取目安量表示の義務化ニーズ] 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

54.5 36.4 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

義務化してほしい

義務化までは必要な

い（現状のままでよい）

分からない

60.2 30.7 9.1

60% 80% 100%

利用者の判断で適切な量

摂取すればよいから

製品価格が高くなる可能性

があるから

健康被害等の大きな問題

が起きていないから

[義務化が不要と考える理由] 

[n=10,000]

[n=3,642]
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14 医療機関の受診の有無 

 
[医療機関の受診の有無] 

 
 

 
 
 

42.1 57.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある

ない

27.6

19.1

25.8

11.0

26.8

17.9

22.3

16.3

14.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ダイエットが必要な方に適したもの

血圧が高めの方に適したもの

コレステロールが気になる方に適したもの

血糖値が気になる方に適したもの

カルシウム不足の方に適したもの

貧血が気になる方に適したもの

関節の痛みが気になる方に適したもの

花粉症の方に適したもの

その他

[目的]

 医療機関への受診等をすることなく、健康食品で不健康な状態を改善しようとした

経験がある者は約４割。生活習慣病の者など、特に食品の安全性や健康状態に配慮

する必要があるハイリスク・グループでは、約５割がそうした経験を持つ。（特に

「生活習慣病予備軍」の者に選択率が高い）。 

 健康食品で改善しようとした事項は、ダイエットやコレステロール値の改善、カル

シウムの不足などがあげられている。 

 [n=10,000]

[n=4,207]
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[体調別にみた医療機関の受診の有無] 

    

改
善
を
図
っ
た
こ

と
が
あ
る 

改
善
を
図
っ
た
こ

と
は
な
い 

全体 42.1 57.9

ハイリスク・グループ 49.8 50.2

 肥満 51.5 48.5

 生活習慣病 49.2 50.8

 生活習慣病予備軍 52.3 47.7

 アレルギー体質 51.7 48.3

妊産婦 42.4 57.6

上記に該当せず 31.4 68.6

 
 
[年代別にみた医療機関の受診の有無] 

  

改
善
を
図
っ
た
こ

と
が
あ
る 

改
善
を
図
っ
た
こ

と
は
な
い 

全体 42.1 57.9 

20 代 36.2 63.8 

30 代 41.5 58.5 

40 代 43.7 56.3 

50 代 45.4 54.6 

60 代 42.0 58.0 

70 代 39.2 60.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[n=10,000] 

[n=10,000]
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（参考）予備調査の結果 
 

 「健康食品」のイメージ 
 予備調査段階では、敢えて「健康食品」についての定義を設けず、回答者のイメー

ジに任せている。 

 

 「健康食品」のイメージとして、「行き過ぎた宣伝・広告が目立つ」と回答した

者は、49％で最多。ついで、「簡単に栄養補給できて便利」としている者が 47％、

「高額」としている者が 39％。 

 
[「健康食品」のイメージ] 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

13.8

46.6

18.6

10.3

18.5

22.3

48.8

39.2

1.7

0 10 20 30 40 50 60

食品だから安心

簡単に栄養補給が出来て便利

病気の予防に効果がある

病状の改善に効果がある

美容やダイエットに効果がある

効果が期待できない

行き過ぎた宣伝・広告が目立つ

高額

その他

[n=30,000]

[％]
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 「健康食品」だと思う食品 
～本調査における「健康食品」の定義を指定する前に、消費者が「健康食品」と
してイメージする食品を選択した結果～ 
 

 「特定保健用食品」（トクホ）や「栄養機能食品」をはじめとする『健康の保持

増進に資する食品として販売利用される食品
．．．．．．．．．．．．．．．．．

』だけではなく、納豆やヨーグルト

に代表される発酵食品等の『その外観、形状等から明らかに食品のうち、一般に

健康の保持増進に資する
．．．

食品
．．

とされるもの』も「健康食品」と捉えられている。

 なお、本調査は機能性表示や「錠剤・カプセル型食品」の安全性の確保等に関する議論

の基礎資料として実施したため、健康食品を「健康の保持増進に資する食品として販売・

利用される食品（野菜、果物、菓子、調理品等その外観、形状等から明らかに食品と認

識される物を除く）」と定義した。 

 
[「健康食品」だと思う食品] 

 

63.9

60.8

27.4

37.3

16.0

37.3

44.8

6.5

1.4

0 20 40 60 80

特定保健用食品（トクホ）

サプリメント・ビタミン剤

栄養ドリンク

健康茶（ドクダミ茶、甜茶、杜仲茶等）

ダイエット食品

バランス栄養食

発酵食品（ヨーグルト、納豆等）

ゼロカロリー／カロリーオフ飲料

（コーラ、ジュース等）

その他

[n=30,000]

[％]


